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　笠岡の魅力の一つとして，我が国最初の国立公園である瀬戸内海国立公園区域内にあり，有人７島を

含む大小約30の島々からなる笠岡諸島があります。

　そのうち有人７島では，それぞれ神武天皇伝説が残る高島，レジャーと文化の白石島，歴史ある石の

北木島，祭りと映画の真鍋島，潮待ちと椿の大飛島・小飛島，灯台と水仙の六島といった独自の魅力が

あり，個性豊かな文化が栄えています。

  ほかにも，平成２年に24年間の歳月を経て完成した笠岡湾干拓地では，道の駅を中心として，畑一面

に広がる季節の花やトウモロコシ畑など圧巻の風景が楽しめるとともに，同じ干拓地内にある青空市な

ど観光スポットもあり，多くの来訪者で賑わっています。

  また，2億年前から変わらぬ姿で現在に生き続ける「生きた化石」として貴重な生き物であるカブトガ

ニが有名であり，国指定天然記念物の「カブトガニ繁殖地」である神島水道をのぞむ場所には，世界で

唯一のカブトガニをテーマにした博物館があり，本市の豊かな自然を象徴しています。

（4)笠岡市の個性と魅力
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第８次笠岡市総合計画

第2章 基本構想



　令和15年度(2033年度)を計画目標年度とする本計画では，笠岡市の目指す将来都市像を次のように
掲げます。

　少子高齢化と大都市圏への人口集中により，他の地方都市と同様に，本市においても人口は減少し，

かつては約７万人いた人口も，現在は約４万人に減少しています。

  また，財政状況に関しては，令和６年度に推計した今後10年間の収支推計において年平均約10億円の

財源不足が発生し，財政調整基金が枯渇する見込みとなったため，「財政健全化プラン」を策定し，危

機感をもった取組を進めているところです。

  そのような大変厳しい状況の中，私たち市民は，これまでの先人たちが築いてきた歴史，文化を大切に

し，次の世代のこどもたちに誇りをもって引き継ぐ責務があります。

  これからの８年間のまちづくりは，本市で暮らし，営み，働く方々と会話を重ね(「対話」)，共生する

方法を探し(「協調」)，市民・企業・団体など，本市に関係するすべての人々が一体(「連携」)でまち

づくりを進めていく必要があります。

  そのため，本計画では，本市に関わるすべての主体が「夢」に向かって，「笑顔」が広がり，暮らして

よかったと思えるまちづくりの実現に向けた取組を展開していきます。

1110

～ 令和15年度 (2033年度) の実現を目指す将来都市像 ～

「対話」と「協調」と「連携」で築く
 夢と笑顔が広がるまちづくり

　まちづくりの基本理念は，笠岡市においてまちづくりを進めていく上で，その根底にある基本的な考
え方であり，市民みんなで共有すべき大切な考え方です。
　本計画では，次の３つの基本理念に，横断的な施策を１つ加えて，まちづくりの基本理念とします。

◎ 暮らしを支える
　地域内経済循環の向上により，すべての市民ひとりひとりが，日々の暮らしの中で豊かさを実感
でき，住み慣れた地域で，共に支え，助け合いながら，その人らしい生活を続けられるよう，暮ら
しを支えます。

◎ まちを整える
　市民の暮らしや産業の発展に不可欠な道路・治水・港湾・上下水道などの社会基盤を整備し，市
の豊かな自然環境を守り，市民が安全・安心かつ快適に暮らすことができる地域社会を構築するこ
とで，まちを整えます。

◎ こどもを守り人を育む
  こどもが健やかに育ち，子育て家庭が安心してこどもを産み育てられる環境を整備するとともに，
「共に未来を拓く，『たい』のあふれる教育」の推進により，こどもを守り人を育みます。また，
全世代の生涯にわたる学びにより，個人の成長だけでなく地域の力を育むことで，社会全体の活性
化を図ります。

将来ビジョン1 将来ビジョンに向けた基本理念2
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まちづくりの基本理念

暮らしを支える

まちを整える こどもを守り人を育む

 横断的施策
（行政経営）
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　前記のとおり，本計画では，３つの基本理念と１つの横断的施策を掲げました。
　これらの基本理念に基づき，各分野の施策を推進するため，次のように施策目標を定めます。

基
本
構
想

施策目標3

～ 基本理念に基づく施策目標 ～

施 策 目 標分 野基 本 理 念

産業
医療

保健福祉

暮らしを
支える

都市基盤
生活環境

まちを整える

子育て
教育

こどもを守り
人を育む

行政経営

地域内経済循環の向上により，市民ひとりひと
りが豊かさを実感できるまちへ

すべての人々が，住み慣れた地域で，共に支
え，助け合いながら，その人らしく暮らし続け
られる社会へ

市民の暮らしや産業の発展に不可欠な道路・治
水・港湾・上下水道などの社会基盤を持続可能
な形で整備

市の豊かな自然環境を守り，市民が安全・安心
かつ快適に暮らすことができる地域社会を構築

こどもが健やかに育ち，子育て家庭が安心して
こどもを産み育てられる環境を整備

笠岡で学び「たい」，笠岡で学んでよかったと
思える教育・生涯学習の推進と環境の整備

3つの基本理念に関わる横断的な施策

地域内経済循環の向上により，市民ひとりひとりが豊かさを
実感できるまちへ

　産業分野においては，近年の経済を取り巻く環境の大きな動向として，変わらない「人手不足」や
「後継者問題」,「労働生産性の伸び悩み」などの課題を抱えています。
　そうした中，市民ひとりひとりが豊かさを実感できるためには，安定した仕事があることが不可欠
であり，また豊かな笠岡のまちづくりには域内産業の振興も重要です。
　そのため産業分野では，だれもが働ける雇用の創出や企業誘致の推進に加え，地域内の経済循環の
向上を図るため，地場産業の育成，新規事業の開拓，事業承継，地域の資源を活用した観光振興を推
進します。

すべての人々が，住み慣れた地域で，共に支え，助け合いな
がら，その人らしく暮らし続けられる社会へ

　医療・保健福祉分野においては，人口減少・少子高齢化が著しく進む中で，人と人とのつながりを
大切にしながら，健康で心豊かに生活できる社会をつくっていくことがますます重要になってきてい
ます。
   高齢者や障がい者などすべての人々が安心して暮らすことができ，共に支え，助け合いながら，そ
の人らしく暮らし続けられる社会の実現を目指します。

暮らしを支える

市民の暮らしや産業の発展に不可欠な道路・治水・港湾・上
下水道などの社会基盤を持続可能な形で整備

　都市基盤分野においては，安全で健全な上下水道の管理運営や，道路・河川・港湾・漁港の適切な
維持管理及び整備により，市民の暮らしや産業の発展に不可欠な社会基盤を持続可能な形で整備しま
す。
　また，人口減少・少子高齢化の進行により，住民生活を支えるサービスや地域活力の低下が懸念さ
れる中で，魅力的なまちづくりと定住促進や市民の移動手段の確保によりまちを整えます。

まちを整える

施策
目標

施策
目標

施策
目標
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基
本
構
想

 3つの基本理念に関わる横断的な施策

　行政経営分野においては，厳しい財政状況に加え，行政課題についても多様化・複雑化している中
で，将来に向けた持続可能な財政運営，行政運営が求められています。
　そうした中，公共施設の適正な管理集約，安定した財政基盤の確立，DXを活用した業務の効率化
による市民サービスの向上，行政改革と人材育成の推進により，基本理念の実現を図ります。

施策
目標市の豊かな自然環境を守り，市民が安全・安心かつ快適に暮

らすことができる地域社会を構築

　持続可能な社会の実現が求められている中で，生活環境分野においては，快適な生活環境を守るこ
ととあわせて，これまで育まれてきた海・山の保全などを通して，市の豊かな自然環境を守ります。
　また，人と人とがつながり，地域が支え合うことが重要だと考え，地域コミュニティの充実を図る
とともに，従来の市町村という枠組みを超えた行政サービスの推進と圏域での協力体制を強化するこ
とで，市民が安全・安心かつ快適に暮らすことができる地域社会を構築します。

まちを整える

施策
目標

こどもが健やかに育ち，子育て家庭が安心してこどもを産み
育てられる環境を整備

　近年の少子化・高齢化の急速な進行に伴い，子育てへの不安感や孤立感を抱える保護者の増加な
ど，子育て家庭を取り巻く環境は大きく変化しています。また，性別による固定的な役割意識など，
いわゆるアンコンシャス・バイアス(無意識の思い込み)が，若者のニーズや価値観と合わず，希望す
る生活の実現に悪影響を与えている可能性があり，その解消が求められています。
　そうした中，子育て分野においては，すべてのこどもの成長を支える環境をつくるとともに，安心
して子育てをするための家庭支援を行い，子育てを地域で見守り支えあうまちづくりを推進すること
で，こどもが健やかに育ち，子育て家庭が安心してこどもを産み育てられる環境を整備します。

こどもを守り人を育む

施策
目標

笠岡で学び「たい」，笠岡で学んでよかったと思える教育・
生涯学習の推進と環境の整備

　こどもを取り巻く環境は，少子高齢化・高度情報化・グローバル化の進展，地域社会や家族のあり
方の変容などにより，大きく変化しています。
　そのため教育分野においては，自立と共生を目指した「たい」のあふれる学校教育，楽しさや喜び
につながるスポーツの推進，文化・芸術の振興と探究や生涯学習環境の整備により，笠岡で学び「た
い」，笠岡で学んでよかったと思える教育の推進と，全世代の学びの環境整備を図ります。

施策
目標

行政経営
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　また，人と人とがつながり，地域が支え合うことが重要だと考え，地域コミュニティの充実を図る
とともに，従来の市町村という枠組みを超えた行政サービスの推進と圏域での協力体制を強化するこ
とで，市民が安全・安心かつ快適に暮らすことができる地域社会を構築します。

まちを整える

施策
目標

こどもが健やかに育ち，子育て家庭が安心してこどもを産み
育てられる環境を整備

　近年の少子化・高齢化の急速な進行に伴い，子育てへの不安感や孤立感を抱える保護者の増加な
ど，子育て家庭を取り巻く環境は大きく変化しています。また，性別による固定的な役割意識など，
いわゆるアンコンシャス・バイアス(無意識の思い込み)が，若者のニーズや価値観と合わず，希望す
る生活の実現に悪影響を与えている可能性があり，その解消が求められています。
　そうした中，子育て分野においては，すべてのこどもの成長を支える環境をつくるとともに，安心
して子育てをするための家庭支援を行い，子育てを地域で見守り支えあうまちづくりを推進すること
で，こどもが健やかに育ち，子育て家庭が安心してこどもを産み育てられる環境を整備します。

こどもを守り人を育む

施策
目標

笠岡で学び「たい」，笠岡で学んでよかったと思える教育・
生涯学習の推進と環境の整備

　こどもを取り巻く環境は，少子高齢化・高度情報化・グローバル化の進展，地域社会や家族のあり
方の変容などにより，大きく変化しています。
　そのため教育分野においては，自立と共生を目指した「たい」のあふれる学校教育，楽しさや喜び
につながるスポーツの推進，文化・芸術の振興と探究や生涯学習環境の整備により，笠岡で学び「た
い」，笠岡で学んでよかったと思える教育の推進と，全世代の学びの環境整備を図ります。

施策
目標

行政経営
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前期 : 令和８年度～令和11年度
 (2026年度～2029年度)

第3章 基本計画
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